
律
令
制
財
政
…
機
構
の
崩
壊
過
程

月
料
・
要
劇
料
・
官
田

可餐

β立臼

猛

律令制財政機構の崩慶羅程（附部）

｛
【
要
約
】
律
令
制
か
ら
荘
園
制
へ
の
移
行
の
仕
芝
つ
い
て
は
・
未
だ
充
分
な
饗
は
な
い
考
婆
心
わ
れ
る
・
覆
的
に
・
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
集
一

㍑
繕
難
終
戦
麓
魏
田
熊
嬬
敷
延
砦
聡
緩
結
耀
蝶
蝶
難
戦
烈

心　

ｪ
、
官
衙
領
研
究
の
緒
口
を
探
る
た
め
と
、
’
よ
た
藻
園
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
前
提
的
研
究
と
は
な
る
も
の
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
み
て
も
、
班
田
収
授
制
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
集
積
さ

　
　
　
　
　
一
、
は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
し
、
ま
た
そ
の
崩
壊
の
の
ち
に
現
れ
て
く
る
荘
園
制
に
つ

　
律
令
制
度
そ
の
竜
の
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
古
く
か
ら
数
多
く
行

わ
れ
て
お
り
、
既
に
尽
さ
れ
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。
尤
も
器
皿
細
に

み
る
な
ら
ば
、
律
令
の
条
文
の
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
未
だ
充
分

に
解
釈
し
え
な
い
も
の
や
意
見
の
相
違
な
ど
も
存
す
る
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
研
究
の
お
く
れ
て
い
る
の
は
、
律
令
体
制

の
崩
壊
過
程
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
土
地
制
度
の
薦
の
み
に
限
定
し
て

い
て
も
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
を
接
続
さ
せ
た
具
体

的
な
研
究
と
な
る
と
、
未
だ
充
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
反
省
し
て
少
し
で
も
空

白
を
埋
め
た
い
と
の
希
望
か
ら
書
い
た
屯
の
で
あ
る
。
倶
し
、
そ
の

方
法
は
、
い
わ
ば
正
攻
法
で
は
な
く
、
二
、
三
の
事
項
を
と
り
あ
げ

て
、
そ
の
変
質
の
過
程
の
中
に
律
令
制
か
ら
荘
園
制
へ
の
移
行
の
し
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か
た
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
極
め
て
不
充
分
な

も
の
で
あ
る
。

（
註
）
　
律
令
制
財
政
機
構
と
題
し
て
は
い
る
が
、
実
は
以
下
で
扱
う
月
料
・

　
要
劇
料
は
令
の
規
定
に
は
み
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
厳
密
に
い
え

　
ば
、
両
者
は
「
令
外
」
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
を
広
い
意

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
味
で
、
律
令
側
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
。

二
、
月

料

　
月
料
な
る
も
の
は
大
宝
・
養
老
令
に
は
そ
の
規
定
の
み
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
史
料
的
に
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
　
『
類
聚
三
代

格
』
噸
に
収
め
る
次
の
勅
で
あ
ろ
う
。

　
勅
　
　
戸
座

　
　
阿
波
園
嗣
羅
御
楽
月
影
部

　
　
備
前
国
画
帝
縣
之
馬
橋
垂
部

　
　
舗
中
国
蘇
駝
鰍
響
笠
躍

　
　
以
前
戸
座
等
給
時
服
析
低
翼
酬
灘
椛
肪
概
麺
二
丈

　
　
転
記
人
別
一
一
　
斗
六
升

　
へ
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
し
　
も

　
戸
座
と
は
、
宮
中
の
神
事
の
か
ま
ど
（
へ
っ
つ
い
）
の
座
に
奉
仕
す

　
　
①

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
時
服
と
共
に
月
料
が
与
え
ら
れ
て
い
た

　
の
で
あ
る
。
　
「
人
別
一
二
斗
六
升
」
と
あ
れ
ば
、
米
で
あ
ろ
う
つ
次
い

で
み
え
る
史
料
は
、
　
『
続
日
本
紀
』
灘
一
天
平
一
六
年
正
月
二
三
罠

　
の
条
の
記
事
で
あ
ろ
う
。

　
　
太
舵
以
官
［
奏
、
鎮
｛
寸
府
三
二
叩
准
一
五
位
官
門
、
照
刊
官
一
一
当
六
位
官
［
、
山
目
凹
准
従

　
　
七
位
宮
、
倍
旧
二
季
禄
及
月
新
、
野
鴨
応
入
京
調
私
物
、
相
野
、
通
融
随

　
　
晴
繍
医
給
、
　
又
特
㎜
賜
公
朧
餅
田
、
将
層
単
十
町
、
　
鄙
㈱
緬
村
軍
・
八
脂
門
、
判
刊
官
山
ハ
町
．
、
主

　
　
典
四
町
、
奏
可
之

　
右
の
記
事
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
な
い
が
、
た
だ
そ
の
三
姫
が

京
に
送
進
す
べ
き
調
古
物
を
留
め
て
、
そ
の
う
ち
か
ら
支
給
さ
れ
る

と
い
う
文
書
よ
り
し
て
、
月
料
が
現
物
給
与
で
あ
ρ
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。
次
い
で
、
　
『
続
日
本
紀
』
認
二
天
平
宝
字
五
年
二
月
一
日

　
の
条
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
勅
、
股
以
絵
閑
歴
覧
前
史
、
皆
降
親
王
之
礼
、
並
在
三
公
之
下
、
是
以
別

　
　
預
議
政
者
翫
月
祈
・
馬
新
、
春
秋
季
禄
、
夏
冬
衣
服
等
、
其
一
品
・
二
晶

　
　
准
御
史
大
夫
、
三
品
・
四
晶
准
中
納
言
給
之

　
右
の
記
事
は
或
翫
意
味
で
は
難
解
で
あ
る
。
　
「
別
預
議
政
春
」
と

い
う
の
は
、
月
料
・
馬
料
以
下
を
給
す
る
た
め
の
条
件
と
み
る
と
す

、
る
な
ら
ば
、
天
平
宝
字
五
年
当
時
、
一
般
親
王
に
は
こ
れ
が
給
与
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
預
議
政
」
と
い
う
の
も
、
単
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律令擶財敷機構の崩壌過程（1；儲｛二）

に
太
政
官
政
治
に
参
与
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

特
定
の
職
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
も
問
題
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、

「
参
議
朝
政
」
す
る
参
議
の
職
を
指
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と

推
測
す
る
。
な
お
、
前
掲
勅
の
「
皆
降
親
王
之
礼
、
並
在
三
公
下
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
或
い
は
知
太
政
官
事
と
な
っ
た
親
王
が
、

い
ず
れ
奄
そ
の
地
位
が
左
・
右
大
臣
の
下
に
在
っ
た
こ
と
を
指
す
の

　
　
　
　
　
　
②

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
画
料
と
名
称
の
相
似
た
も
の
に
丹
俸
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
『
続
日
本
紀
』
臆
養
老
五
年
六
月
一
〇
顕
の
条
の

記
事
に
み
え
る
。

　
又
京
及
諸
式
、
因
窟
人
月
俸
、
収
二
千
税
、
自
今
以
去
、
皆
悉
停
之
、
随

　
令
空
事
力
、
不
得
遠
役
他
、
豊
島
張
辛
、
若
有
筆
路
、
一
月
丹
銭

　
右
の
文
は
難
解
で
あ
る
が
、
官
人
月
俸
に
宛
て
る
た
め
に
百
姓
に

課
せ
ら
れ
て
い
た
軽
税
を
停
め
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
、
第
二
は
事

力
の
こ
と
で
あ
る
が
文
意
が
よ
く
通
じ
な
い
。
事
力
は
主
と
し
て
大

宰
府
の
官
人
お
よ
び
諸
国
司
に
給
さ
れ
る
も
の
で
、
在
地
の
中
戸
以

上
の
正
丁
を
と
っ
て
譲
役
を
免
じ
、
一
年
交
替
で
雑
役
に
当
ら
せ
る

屯
の
で
あ
る
。
右
の
文
意
は
、
恐
ら
く
国
司
等
が
事
力
の
労
役
を
必

要
と
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
代
り
に
、
一
月
三
〇
銭
を
納
め
し
め
た
と

　
　
　
　
　
　
③

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
月
俸
・
軽
税
と
い
か
な
る
関

係
が
あ
る
の
か
全
く
判
ら
な
い
。
或
い
は
全
然
無
関
係
な
別
個
の
記

事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
月
俸
は
前
掲
養
老
五
年
太
政
官
奏
に
よ
り
停
止
さ
れ
た
よ
う
に
み

え
る
が
、
軽
税
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
即
ち
、
正
倉
院
文

書
一
〇
・
天
平
二
年
大
倭
国
正
税
帳
（
聯
．
躍
楽
遺
文
二
上
　
一
九
五
頁
）
に
は
、

　
軽
税
銭
、
直
稲
戴
伍
拾
参
魁
捌
斗
玖
升

な
ど
と
み
え
、
正
直
院
文
書
三
七
・
天
平
二
年
紀
伊
国
大
税
帳
に
は
、

　
依
民
部
省
天
平
二
年
八
月
廿
八
日
符
、
加
州
軽
羅
銭
、
直
群
遊
肝
一
意
弐

　
拾
騨
束
漆
掘

と
み
・
て
い
る
。
右
に
引
く
天
平
二
年
民
部
省
符
は
残
っ
て
い
な
い
か

ら
、
そ
の
内
容
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
或
い
は
こ
の
年
に
軽

税
は
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
月
料
に
関
す
る
史
料
は
、
先
の
天
平
羅
宇
五
年
の
続
ぼ
本

紀
の
記
事
に
次
い
で
、
　
『
動
天
本
紀
』
二
二
天
平
神
護
二
年
一
〇
月

二
三
臼
条
に
移
る
。

　
詔
、
法
王
受
認
准
供
御
、
法
臣
大
僧
都
第
一
修
行
進
守
大
禅
師
円
田
准
大

　
納
言
、
法
参
議
大
律
師
修
行
進
守
秘
禅
師
正
四
位
上
野
真
准
参
議

　
右
の
詔
中
、
法
王
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
道
鏡
を
指
し
て
い
る
。
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道
鏡
は
三
日
前
の
一
〇
月
二
〇
日
に
称
徳
天
皇
の
詔
に
よ
り
法
王
の

位
を
援
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
詔
は
、
既
に
明
か
な
よ
う

に
無
料
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
革
に
し
て
音
脚
を
汲
み
が
た
い
点

も
あ
る
が
、
要
す
る
に
法
王
に
与
え
ら
れ
る
月
料
が
供
御
…
即
ち
、

天
皇
供
御
に
准
じ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
円
興
の
そ

れ
が
大
納
言
に
、
基
真
の
そ
れ
が
参
議
に
准
ず
る
と
い
う
の
は
法
的

に
そ
れ
に
准
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
実
質
は
、
要
す

る
に
大
納
言
や
参
議
と
岡
額
の
月
料
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
『
類
聚
三
代
格
』
灘
延
暦
一
二
年
三
月
掛
日
付
太
政
官
符
に
よ
る

と
、
こ
の
と
き
摂
津
職
を
改
め
て
国
司
と
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
二
季

禄
お
よ
び
月
料
を
停
止
し
た
と
あ
る
。
即
ち
、
摂
津
職
に
は
そ
れ
ま

で
月
料
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
延
暦
一
八
年
正
月
、

唐
人
李
法
碗
以
下
五
人
に
月
俸
を
給
し
た
が
、
そ
れ
は
「
懲
距
離
偏

と
い
う
蒋
別
の
措
㎎
直
で
あ
っ
た
（
『
ロ
本
後
前
隠
巻
八
）
。

　
平
安
初
期
の
九
世
紀
に
入
る
と
、
月
料
の
制
は
大
き
な
変
改
を
う

け
た
。
大
同
三
年
五
月
に
は
有
晶
の
親
王
の
月
料
が
停
止
さ
れ
た
が
、

翌
年
閏
二
月
に
は
供
御
井
年
中
雑
用
、
諸
司
官
人
以
下
の
聴
罪
を
廃

減
し
、
三
月
に
改
め
て
諸
司
史
生
以
下
雑
色
人
以
上
に
賜
う
時
服
と

月
料
の
法
が
定
め
ら
れ
た
（
明
践
本
後
紀
蜘
巻
一
七
）
。
　
『
延
喜
式
』
は
月
料
の
綱

に
つ
い
て
詳
細
に
記
録
し
て
い
痘
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
右
の
大
同
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

年
三
月
の
制
法
以
後
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、

『
延
喜
式
』
の
述
べ
る
書
聖
の
法
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　
『
延
喜
式
』
謄
三
大
炊
寮
式
に
は
、
　
燃
親
王
已
下
月
帯
し
　
と
し
て
、

そ
の
給
米
の
額
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
無
品
親
王
・
内

親
王
・
妃
・
夫
人
・
女
御
に
各
一
石
五
斗
を
給
与
さ
れ
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
近
衛
・
兵
衛
の
期
生
、
大
学
史
生
・
学
生
・
内
蟹
に
至

る
諸
官
人
に
米
の
現
物
を
以
て
給
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
、

塩
・
醤
・
魚
な
ど
も
月
華
と
し
て
給
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
莚
戸
式
』
塾
三
大
膳
式
に
み
え
る
が
、
米
と
異

る
点
は
、
五
位
以
上
の
宮
人
に
対
し
て
も
給
与
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
さ
て
、
月
料
の
給
与
方
法
は
、
こ
れ
ま
た
『
延
喜
式
』
に
よ
り
知

ら
れ
る
。
被
給
与
者
に
よ
っ
て
そ
の
規
定
を
異
に
し
た
も
の
の
如
く

で
あ
る
が
、
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
親
王
以
下
…
…
毎
月
一
〇
日
に
来
月
分
の
月
料
の
額
を
太
政
宮
に
申
請

　
し
、
　
一
七
日
に
太
政
富
鉱
を
宮
内
省
に
下
し
、
　
二
五
日
に
給
与
さ
れ
る

　
（
『
延
喜
式
舳
巻
斗
）
。

　
　
害
…
毎
月
＝
是
来
月
分
の
月
料
を
給
与
さ
れ
る
（
難
薫
ど
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一軸劉財政機構の崩壌1遇程（阿都）

　
　
大
学
寮
宜
人
…
…
毎
月
二
五
臼
に
来
月
分
の
月
料
を
給
与
さ
れ
る

　
（
象
㏄
式
』
）
。

　
そ
の
他
は
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
次
の
二
点
は
同
様
で
あ
ろ
う
。

①
月
料
は
大
炊
寮
の
倉
庫
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
②
月
詣
は
前
月
に
先

渡
し
さ
れ
る
。

　
以
上
は
、
前
述
の
如
く
、
恐
ら
く
大
同
四
年
制
定
に
か
か
る
月
料

の
法
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
の
ち
、
弘
仁
一
一
年

に
至
っ
て
月
料
給
与
の
方
法
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
弘
仁

一
一
年
八
月
一
六
碍
付
太
政
官
符
（
籔
二
三
代
格
』
母
型
）
に
よ
り
次
の
如
く
改
め

ら
れ
た
。
従
来
、
工
料
の
下
附
を
う
け
る
た
め
に
、
音
詩
が
毎
月
弁

官
に
そ
の
数
を
申
し
て
、
太
政
官
符
を
待
っ
て
月
料
を
受
取
っ
て
い

た
の
を
や
め
て
、
省
被
官
の
所
司
か
ら
出
さ
れ
る
申
請
（
解
．
移
）

を
省
が
受
取
り
、
そ
れ
を
従
前
の
太
政
官
符
と
照
合
し
て
宛
行
う
こ

と
に
す
る
、
数
に
増
減
あ
っ
た
と
き
だ
け
は
太
政
官
符
を
請
う
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
制
は
雀
斑
三
年
に
至
っ
て
更
に
簡
略
化
さ
れ

た
。
同
年
一
〇
月
俸
日
付
太
政
官
符
（
鞍
難
代
）
に
よ
る
と
、
数
が
増

加
す
る
と
き
…
即
ち
、
新
た
に
月
料
に
与
る
と
き
は
太
政
官
符
を

必
要
と
せ
ず
、
省
符
で
処
理
す
る
。
偉
し
、
減
数
一
即
ち
、
受
給

者
の
満
限
・
麗
卒
の
と
き
の
み
太
政
官
符
を
講
う
と
し
た
。

　
『
延
喜
式
』
譜
二
主
税
式
に
は
、
次
の
如
き
注
冒
す
べ
き
記
載
が

あ
る
。

　
九
諸
司
諸
家
月
草
、
画
料
之
類
、
停
給
京
庫
、
可
心
外
聖
者
、
難
可
四
白

　
米
、
而
猶
充
黒
米

　
月
料
が
大
炊
寮
の
倉
庫
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
そ
れ
を
停
止
し
て
「
給
外
国
」
と
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
も
と
よ
9
『
延
喜
式
』
は
そ
の
年
月
を
記
さ
な
い
か
ら
、
こ
の

記
事
の
み
で
は
、
そ
の
変
更
が
い
つ
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
知
る
べ

く
も
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
元
慶
三
年
以
前
の
こ
と
に
属
す
る
の
を

知
り
う
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
、
元
慶
三
年
一
二
月
四
日
付
太
政
官

符
（
『
類
聚
三
代
格
隔
巻
一
五
）
に
引
く
中
納
言
兼
民
部
卿
藤
原
冬
緒
の
奏
状
に
は
次
の

如
’
く
述
べ
て
い
・
O
。

　
近
代
以
来
、
一
年
下
用
位
禄
・
王
禄
、
准
澱
十
七
万
余
魁
、
又
京
庫
未
行

　
衣
服
・
月
根
、
難
平
外
乱

と
。
月
料
を
大
炊
寮
倉
庫
よ
り
給
せ
ず
外
国
に
給
し
た
と
い
う
の
は
、

各
国
の
正
税
の
う
ち
を
以
て
百
雷
に
宛
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

冬
緒
の
奏
状
は
、
続
い
て
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
正
血
祝
用
尽
山
行
｝
小
糠
…
、
当
ム
η
触
干
中
所
用
瓢
川
五
六
万
鮒
…
、
財
部
有
蠣
揖
ツ
」
年
多

　
費
不
動
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と
。
正
税
の
み
で
は
足
ら
ず
、
非
常
の
場
合
に
備
う
べ
き
不
動
倉
米

に
ま
で
手
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
政
府
は
断
を
下
し

て
、
畿
内
諸
国
に
四
、
○
○
○
町
に
の
ぼ
る
官
田
を
増
設
し
て
、
以
て

「
支
公
用
」
ん
と
し
た
。
こ
れ
が
史
上
著
名
な
元
慶
の
宮
田
設
鍛
の

発
端
と
な
っ
た
。
元
慶
五
年
二
月
に
は
官
田
の
経
営
方
式
に
大
変
改

が
加
え
ら
れ
、
半
ば
は
従
来
通
り
直
営
と
し
、
残
り
は
地
子
制
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

賃
租
制
を
と
る
こ
と
に
し
、
以
て
そ
の
効
を
あ
げ
ん
と
し
た
。
更
に

同
年
一
一
月
二
五
日
付
太
政
官
符
（
呪
類
纂
三
代
格
隔
巻
一
五
）
で
、
諸
司
活
劇
料
・
番

上
料
に
代
え
て
官
田
を
宛
て
た
。
そ
し
て
翌
元
慶
六
年
四
月
一
一
日

に
も
こ
れ
に
関
す
る
太
政
官
符
（
『
類
褒
三
代
櫓
合
巻
一
五
）
が
出
さ
れ
た
が
、
諸
司
月

草
は
旧
法
を
守
っ
て
京
庫
に
給
す
る
と
定
め
た
。
し
か
し
、
大
勢
は

既
に
旧
来
の
如
き
方
式
の
存
在
を
許
さ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

元
慶
七
年
に
月
料
制
の
一
角
は
遂
に
崩
れ
て
、
三
宮
の
一
環
・
戸
座

の
月
料
は
官
田
を
以
て
宛
て
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
　
山
城
圏
に
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

町
四
段
一
一
八
歩
の
田
地
が
設
定
さ
れ
た
。
元
慶
九
年
に
は
平
野
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

預
・
同
御
炊
女
の
月
料
が
、
仁
和
二
年
に
典
薬
月
料
が
、
同
四
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

陰
陽
寮
官
人
以
下
諸
生
以
上
と
主
殿
寮
殿
町
の
質
料
が
、
寛
平
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
は
中
宮
職
宮
主
・
戸
座
の
月
料
が
、
い
ず
れ
も
門
田
に
蟹
き
換
え

ら
れ
た
。
か
く
し
て
八
世
紀
末
に
は
、
月
料
は
本
来
の
性
格
を
全
く

失
い
、
史
上
よ
9
姿
を
没
し
た
の
で
あ
る
。

①
西
岡
虎
之
助
出
．
奈
良
朝
』
（
『
綜
合
臼
本
史
大
系
』
錆
二
巻
）
｝
八
三
頁
。

②
竹
内
理
王
「
『
知
太
政
官
事
』
考
」
（
「
律
令
制
と
貴
族
政
権
」
工
所
感
）

　
＝
七
頁
。

③
竹
内
理
三
「
律
今
宮
位
捌
に
於
け
る
階
級
性
」
（
鞘
、
律
令
鯛
と
心
耳
政

　
権
』
1
所
叙
）
一
七
二
買
。

④
　
い
う
ま
で
も
な
く
『
延
喜
式
』
は
二
毛
以
前
の
令
・
格
∵
式
を
集
大
成

　
し
た
も
の
で
、
延
喜
当
時
の
「
現
状
」
を
示
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

　
岬
、
延
喜
式
』
の
各
籔
条
が
い
つ
の
暗
点
の
こ
と
を
引
し
て
い
る
も
の
か
検

　
旨
し
な
け
れ
ば
史
料
と
し
て
周
い
が
た
い
（
宮
城
栄
昌
口
。
延
蜜
式
の
研

　
究
』
）
。
月
料
に
つ
い
て
の
記
載
も
同
様
で
あ
る
。
　
隅
．
延
轡
式
』
は
有
三
親

　
王
の
月
華
に
つ
い
て
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
大
同
三
年
に
多
脳

　
親
王
の
月
料
が
傳
止
さ
れ
た
こ
と
と
絹
応
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
．
」
の
点

　
に
関
す
る
限
り
、
　
『
延
喜
式
』
の
記
載
は
大
同
四
年
三
月
の
月
料
の
法
鰯

　
定
以
後
の
（
或
い
は
同
法
そ
の
も
の
）
様
子
を
淋
し
て
い
る
も
の
と
考
え

　
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

＠＠＠＠＠＠

『
類
聚
三
代
格
』
雀
一
五

同
巻
一
五

瞬
巻
一
五

同
巻
一
五

同
論
一
五

同
誌
一
五

　
　
　
　
　
元
慶
．
五
年
二
月
八
日
付
太
政
官
符
。

元
慶
七
年
一
二
月
九
日
付
太
政
官
符
。

元
慶
九
年
二
月
八
臼
付
太
政
官
符
。

仁
和
二
年
一
〇
月
一
九
属
付
太
政
官
符
。

仁
和
四
年
一
二
月
二
五
日
付
太
政
官
符
。

寛
平
三
年
八
月
三
山
付
太
政
賞
符
。
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三
、
要
　
　
劇
　
　
料

　
要
劇
料
の
置
か
れ
た
と
き
の
事
情
に
つ
い
て
は
殆
ど
こ
れ
を
明
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
記
す
の
は
元
慶
五
年
一
一

月
二
五
罠
付
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
｝
五
）
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
次
の

’
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
右
要
劇
之
俸
、
其
来
尚
爽
、
養
老
三
際
、
簡
量
器
馬
前
銭

　
要
劇
料
と
は
、
文
字
通
夢
劇
官
に
給
す
る
俸
禄
で
あ
っ
て
、
そ
の

起
源
が
養
老
三
年
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
　
『
続
日
本

紀
』
の
養
老
三
年
の
条
を
検
す
る
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
事
は
全

く
み
え
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
詔
・
勅
：
穴
政
官
奏
・
同
仁
の
類
に

よ
っ
て
史
料
に
み
え
る
筈
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
発
見
し
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
要
劇
銭
の
額
は
月
に
一
〇
〇
文
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
設
置
さ
れ
た

と
き
、
要
劇
料
は
文
字
通
P
「
簡
劇
宮
」
し
て
と
く
に
給
与
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
　
大
同
三
年
に
至
っ
て
改
め
ら
れ
、
　
官
の
門
弟
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

問
わ
ず
「
普
給
衆
司
」
す
る
こ
と
に
し
た
。
要
井
料
は
、
そ
の
は
じ

め
銭
を
以
て
給
し
て
い
た
が
、
大
同
四
年
に
は
、
　
「
米
価
已
貴
、
懸

倍
往
年
」
と
い
う
事
情
の
も
と
に
、
銭
を
や
め
て
米
で
給
す
る
こ
と

に
し
た
。
受
給
の
範
囲
は
職
事
四
位
以
下
、
初
位
以
上
の
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

観
察
使
は
こ
れ
を
除
き
、
人
別
日
に
米
工
升
で
あ
っ
た
。
四
位
以
下
、

初
位
以
上
に
給
与
す
る
と
い
う
点
は
、
恐
ら
く
養
老
三
年
設
置
の
と

き
か
ら
同
様
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
受
給
者
を
四
位
以
下
と
し

た
こ
と
に
は
極
る
意
味
が
あ
る
。

　
本
来
、
律
令
官
位
制
に
お
い
て
は
、
三
位
以
上
を
「
貴
」
、
五
位
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

上
を
「
通
虫
只
し
と
い
い
、
山
ハ
位
以
下
の
「
非
仔
通
煎
只
」
と
共
に
一
二
層
を

な
し
、
お
の
お
の
経
済
的
特
権
の
上
で
差
が
あ
っ
た
。
竹
内
理
三
氏

　
　
　
　
　
　
⑤

の
作
製
さ
れ
た
表
を
借
用
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
亙
墨
季
禄
丁
奮
…
位
封
｝
豊
簸
鷲

一
矧
」
司
呂
忍
剛
毅
凋
矧
、
酬
刃
刃
嚇

詳
覧
至
親
有
有
　
…
一
　
進
、

非
通
三
有
璽
有
二
二
［
［

　
右
の
画
く
で
あ
っ
て
、
貴
と
通
貴
以
下
の
差
を
決
定
づ
け
る
も
の

は
、
職
長
・
位
封
・
職
封
・
職
分
資
人
の
四
つ
で
あ
る
。
官
職
に
付

随
す
る
も
の
と
位
階
に
付
随
す
る
も
の
の
二
者
が
あ
る
が
、
実
際
に

は
律
令
官
人
制
は
官
位
相
当
制
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
分
離
し
え
な

い
隆
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ハ
職
務
に
付
随
す
る
泥
田
・
職
封
・

職
分
資
人
の
三
者
が
「
貴
」
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
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す
べ
き
で
あ
る
。
急
劇
料
が
、
は
じ
め
劇
官
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
の
に
、
大
同
三
年
以
降
「
普
給
衆
司
」
こ
と
に
し
た
の
は
、

四
位
以
下
の
「
通
貴
」
　
「
非
通
貴
」
の
宮
人
に
対
し
て
、
幾
分
な
り

と
も
そ
の
待
遇
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
要
思
料
に
関
す
る
細
か
い
規
定
は
『
延
喜
式
』
囎
一
に
み
え
る
の

み
で
あ
る
。
即
ち
、
太
政
官
式
に
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

　
要
劇
春
、
録
前
月
応
給
官
人
及
物
数
、
毎
月
四
日
警
官
、
即
加
宮
幅
径
、

　
造
惣
巨
、
同
日
申
太
政
官
、
五
臼
符
下
宮
内
省
、
十
三
日
出
給
、
倶
給
田

　
者
、
下
符
勘
解
由
使
（
中
略
）
若
逢
雪
風
、
臨
時
改
礒

　
こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
要
二
王
は
月
料
等
と
同
じ
く
前
月
一
三
日

に
先
渡
し
さ
れ
た
。
右
の
う
ち
注
意
す
べ
き
記
載
は
「
但
給
田
者
、

下
符
勘
解
由
使
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
要
職
料
は

米
・
銭
を
以
て
給
す
る
の
で
あ
る
の
に
「
給
田
」
と
み
え
る
。
こ
れ

は
、
実
は
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
元
慶
五
年
以
降
、
田
を
宛
て
ら

れ
た
史
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
給
与
手
続
に
つ

い
て
の
『
延
喜
式
』
の
こ
の
寵
事
は
、
同
年
以
降
の
こ
と
を
記
録
に

残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
元
慶
五
年
一
一
月
二
五
日
、
政
府
は
太
政
官
符
（
『
鐵
聚
三
代
藩
』
巻
一
眠
）
を
以
て
、

．
要
劇
の
鰯
に
大
変
改
を
加
え
た
。
米
・
銭
を
以
て
給
し
た
受
手
料
を

田
を
以
て
代
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ

　
ろ
は
、
同
官
符
に
よ
る
と
、

　
　
要
誤
字
根
、
年
少
見
行
、
月
多
不
給
、
遂
事
不
得
撒
、
或
賜
外
庫
、
二
季

　
　
国
頻
称
正
税
不
足
、
屡
申
不
動
用
尽
、
徒
為
行
李
之
煩
、
毎
有
史
乏
三
歎

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
宛
て
ら
れ
た
田
は
、
の
ち
永
く
要
瀬
田
と
称

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
富
田
を
割
き
宛
て
た
も
の
で
、
番
上
料
田
と
合

せ
て
一
二
三
五
単
管
で
、
被
給
官
司
お
よ
び
地
域
は
次
の
如
く
で
あ

る
。

　
　
出
城
国
…
…
治
部
省
・
刑
部
省
・
弾
正
台
以
下
一
一
官
司

　
　
大
和
国
…
…
大
蔵
省
・
六
循
府
以
下
一
三
官
司

　
　
河
内
国
…
・
－
式
部
省
・
兵
部
省
以
下
九
官
司

　
　
摂
津
麟
…
…
大
蔵
省
・
主
油
司
・
大
舎
人
寮
以
下
一
八
官
可

　
元
慶
六
年
に
は
要
劇
料
を
改
給
し
、
一
部
の
官
司
に
は
米
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

給
し
、
他
に
は
官
罰
を
以
て
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
、
太
政

官
・
中
務
省
以
下
七
官
司
に
は
米
、
式
部
省
・
治
部
省
・
大
舎
人
寮

以
下
三
九
官
司
に
は
官
田
を
宛
て
た
。
元
慶
八
年
四
月
に
は
主
税
寮

に
要
劇
田
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
地
は
山
城
・
河
内
・
摂
津
三
国
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
お
の
一
〇
町
余
宛
あ
っ
た
。
元
慶
九
年
正
月
に
は
弾
正
台
に
五
町
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⑧

余
の
官
田
を
割
き
、
同
二
月
に
は
図
書
寮
造
墨
長
上
に
摂
津
国
の
二

　
　
　
　
　
　
⑨

町
一
段
を
割
き
、
仁
和
二
年
八
月
に
は
内
記
要
牛
田
を
河
内
国
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

主
計
寮
要
劇
田
を
摂
津
国
に
、
勘
解
由
要
劇
田
を
山
城
国
に
お
き
、

寛
平
元
年
一
〇
月
に
は
中
務
省
の
主
面
・
血
ハ
鍮
要
劇
談
米
を
や
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

山
城
国
の
官
田
を
宛
て
た
。
更
に
昌
泰
元
年
八
月
に
は
中
宮
職
官
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

要
藍
田
が
山
城
・
大
和
・
河
内
三
国
に
お
か
れ
、
同
年
閾
一
〇
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
修
理
職
官
人
井
長
上
要
劇
濁
が
山
城
・
大
和
に
お
か
れ
た
。

　
か
く
し
て
九
世
紀
末
・
一
〇
世
紀
初
め
に
は
、
要
劇
料
は
要
劇
田

に
変
り
、
従
来
の
給
与
形
式
を
か
え
て
し
ま
っ
た
。
要
旨
田
は
官
田

と
同
様
に
地
子
田
で
あ
ろ
う
。
　
『
延
喜
式
』
誰
四
左
右
京
紅
に
、

　
凡
閥
窟
料
要
劇
田
地
聾
者
、
充
職
家
公
用

と
み
え
る
の
も
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
と
共
に
右
の
記
事
は
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
本
来
要
劇
料
は
劇
官
に
給
し
、
の
ち
そ

れ
が
す
べ
て
の
四
位
以
下
の
も
の
に
給
さ
れ
た
が
、
そ
れ
竜
毎
月
の

受
給
者
数
を
調
べ
て
給
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
蛮
声
の
場

合
に
は
給
与
さ
れ
な
い
筈
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
前
掲
の
如
く
、
閾

官
の
分
に
職
家
公
用
に
宛
て
る
と
あ
る
の
は
、
要
劇
料
が
米
・
銭
か

ら
土
地
に
代
っ
た
こ
と
に
由
っ
て
い
る
。
要
劇
田
地
子
は
、
つ
ね
に

一
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
劇
田
は
他
の
所
司
田
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る

官
衙
領
を
形
成
し
て
行
く
が
、
要
劇
潤
の
名
称
そ
の
も
の
は
の
ち
ま

で
残
り
、
史
料
上
に
散
見
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
荘
園
綱
の
発
達
の

過
程
に
お
い
て
、
そ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
形
態
に
お
い
て
で
あ
る
。

④
　
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
五
　
元
慶
五
年
一
｝
月
二
五
日
頃
太
政
官
符
。

②
　
同
巻
六
　
大
同
三
年
九
月
二
〇
日
付
詔
。

③
溝
巻
六
大
問
四
年
閏
二
月
四
目
付
太
政
宮
符
、
な
お
弘
仁
三
年
三
月

　
に
至
り
、
要
劇
料
は
米
で
給
す
る
の
を
や
め
、
旧
来
の
制
で
あ
る
銭
給
に

　
復
し
た
（
薗
．
目
当
後
紀
』
追
酒
ニ
）
。

④
　
こ
の
名
称
は
、
竹
内
理
三
「
律
令
官
位
倒
に
於
け
る
階
級
性
」
（
『
捧
令

　
制
と
貴
族
政
権
』
工
）
に
お
け
る
命
名
に
よ
る
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠
竹
内
理
三
前
掲
論
文
　
一
七
九
頁
。

『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
五
　
　
一
兀
慶
六
年
四
月
一

瞬
巻
一
五

嗣
巻
一
五

同
巻
一
五

同
一
一
五

海
巻
一
五

同
巻
一
五

同
巻
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
付
太
政
官
符
。

元
慶
八
年
四
月
一
七
目
付
太
秦
官
符
。

元
慶
九
年
正
月
一
六
艮
付
太
政
官
符
。

元
慶
九
年
二
月
八
日
付
太
政
官
符
。

仁
瀦
二
年
八
月
四
日
付
太
政
官
符
。

寛
平
元
年
一
〇
月
二
三
臼
付
太
政
官
符
。

畠
泰
元
年
八
月
二
日
付
太
政
官
符
。

田
隅
泰
皿
隔
年
閏
一
〇
［
月
二
一
六
日
付
太
政
宜
同
符
。

四
、
官

田

前
二
項
に
お
い
て
、
月
料
お
よ
び
要
劇
料
が
、
九
世
紀
末
・
一
〇
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世
紀
初
め
頃
ま
で
に
そ
の
性
質
を
変
じ
て
、
官
田
を
以
て
置
き
換
え

ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
本
項
に
お
い
て
は
官
田
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

　
官
田
は
、
周
知
の
如
く
、
大
化
前
代
の
ミ
ヤ
ケ
の
系
譜
を
直
接
的

に
ひ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
天
皇
制
の
最
も
直
接
的
な
物
質
的
基

礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
官
田
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と

は
、
或
る
音
心
味
で
は
律
令
制
一
と
く
に
そ
の
物
質
的
基
礎
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
語
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
冒
令
扇
蟹
遷
の
置
官
田
条
の
古
記
は
、
官
田
に
つ
り
・
次

の
如
く
記
し
て
い
る
。

　
宵
三
栖
、
畿
内
羅
屯
田
、
不
輸
租
、
屯
田
謂
御
田
供
御
造
食
料
露
耳
．

　
古
記
は
大
宝
令
の
註
釈
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
養
老
令
澱

官
田
条
の
官
田
は
、
大
宝
令
で
は
「
屯
田
」
と
あ
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
役
畜
条
に
「
田
司
」
と
あ
る
部
分
を
古
記
は
「
屯

司
」
と
称
し
て
い
る
か
ら
組
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
屯
田
・
官
田
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
ヶ

も
に
訓
は
「
ミ
タ
」
で
あ
る
。
屯
田
は
、
い
う
ま
で
竜
な
く
屯
倉
の

田
で
あ
る
。
屯
田
1
1
屯
倉
は
、
伝
説
に
よ
れ
ば
四
世
紀
に
お
い
て
す

で
に
大
和
に
設
㎜
鷹
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
『
日
本
書

紀
』
禮
仁
徳
天
皇
四
一
年
二
月
条
に
、

　
毎
御
宇
帝
皇
之
屯
田
也
、
其
難
解
皇
之
子
非
御
宇
者
、
不
得
応
諾

　
と
い
わ
れ
る
天
皇
の
地
位
に
附
随
す
る
直
轄
領
で
あ
っ
た
。
屯
田

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

1
1
虹
倉
に
は
屯
田
司
又
は
田
令
が
い
て
こ
れ
を
管
理
し
、
田
部
を
麗

い
て
こ
れ
を
耕
作
せ
し
め
た
。
屯
田
一
屯
倉
は
、
い
わ
ゆ
る
大
化
改

新
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
事
実
は
然
ら
ず
、
大
宝
令
の

屯
田
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
化
前
代
の
屯
田
聡
屯
倉
の
復
活
に
ほ
か
な

　
　
⑤

ら
な
い
。

　
官
田
を
掌
る
の
は
宮
内
省
で
あ
る
が
、
職
員
令
に
は
、

　
獅
一
人
、
撃
萬
納
、
響
派
、
官
田
、
及
奏
宜
御
食
藤
、
目
方
、
口
昧
寧

と
み
え
て
い
る
。
官
田
の
分
布
は
本
来
は
畿
内
に
限
ら
れ
、
大
和
国

一二

Z
町
、
摂
津
国
三
〇
町
、
河
内
国
二
〇
町
、
山
城
国
二
〇
町
の
合

計
一
〇
〇
町
で
あ
っ
た
（
田
令
）
。
官
田
を
管
す
る
も
の
は
田
野
で
あ
り

て
、
　
宮
内
省
の
官
入
が
一
年
交
代
で
こ
れ
に
当
る
が
（
田
令
）
、
そ
れ
は

使
部
（
簡
集
解
』
穴
灘
）
と
も
雑
色
人
（
睡
謙
蟹
）
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　
経
営
に
つ
い
て
は
、
先
ず
官
田
二
町
ご
と
に
牛
一
頭
が
配
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
。
そ
の
牛
は
中
中
以
上
の
戸
に
養
わ
し
め
る
も
の
で
、
養
牛
の
戸
は

　
　
　
　
　
　
　
⑦

雑
催
を
免
除
さ
れ
た
。
官
田
を
耕
作
す
る
に
必
要
な
労
働
力
は
班
田

農
民
か
ら
え
ら
れ
る
。
令
の
条
文
に
は
「
役
丁
」
と
あ
る
か
ら
、
本
来

は
文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
一
〇
冒
の
歳
役
を
意
映
　
す
る
よ
う
に
思
わ
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れ
る
が
、
周
知
の
如
く
、
畿
内
に
お
い
て
は
歳
役
一
拳
は
免
ぜ
ら
れ

て
い
る
か
ら
（
隔
子
）
、
『
集
解
』
の
諸
説
の
い
う
如
く
、
雑
費
を
以
て
こ

れ
を
宛
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宮
内
省
は
毎
年
、
来
年
度
分
の
稲

の
種
類
と
耕
種
す
る
面
積
、
そ
れ
に
要
す
る
労
働
力
を
調
べ
て
太
政

官
に
申
上
す
る
。
農
民
の
雑
…
猛
の
徴
発
に
当
る
の
は
国
司
で
あ
る
が
、

「
准
役
月
閑
要
、
慰
事
配
遣
」
す
る
。
　
「
准
役
閑
要
」
と
い
う
点
に

つ
い
て
の
解
釈
は
ふ
た
通
り
あ
る
。
　
『
集
解
』
釈
説
は
「
要
月
差
多

丁
戸
、
閑
月
曳
裂
丁
戸
」
と
い
い
、
戸
の
課
丁
の
多
少
を
以
て
論
じ

て
い
る
が
、
野
望
は
「
要
廻
者
役
五
日
、
閑
月
戦
役
十
属
」
と
、
役

す
べ
き
日
数
の
問
題
だ
と
し
て
い
る
。
賦
役
令
は
、

　
凡
差
科
、
先
富
強
、
後
貧
弱
、
先
多
門
、
後
少
丁
、
其
分
番
上
役
春
、
家

　
有
兼
丁
者
要
月
、
家
彫
単
身
者
閑
月

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
令
の
趣
旨
そ
の
竜
の
か
ら
解
釈
す
れ
ば
釈
説

の
解
釈
を
妥
当
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
農
罠
を
田
司
が

監
督
し
て
経
営
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
収
穫
お
わ
れ
ば
富
内
省
に
そ

れ
を
報
告
し
、
省
は
収
穫
燈
を
校
量
す
る
の
で
あ
る
。
官
田
の
標
準

収
量
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
は
令
の
条
文
そ
の
も
の
に
は
現
わ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
　
『
集
解
』
釈
説
が
引
く
神
護
景
雲
二
年
二

月
二
八
日
付
太
政
官
符
に
よ
る
と
、
軒
別
五
〇
〇
束
で
あ
っ
た
。
以

上
が
令
の
規
定
に
み
え
る
官
田
の
概
要
で
あ
る
。

　
貞
観
二
年
四
月
一
九
日
付
太
政
官
符
無
漏
墜
脈
）
は
「
応
長
窟
自
検

察
御
遺
事
」
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

　
右
式
云
、
九
供
御
井
中
宮
策
宮
季
料
稲
粟
糖
等
、
並
用
省
営
田

と
み
え
る
。
こ
㌻
し
に
い
う
式
と
は
、
そ
の
発
布
年
月
日
を
限
定
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
恐
ら
く
弘
仁
式
で
あ
ろ
う
。
弘
仁
式
の

成
立
は
弘
仁
一
一
年
で
あ
る
か
ら
、
右
の
規
定
は
そ
れ
以
前
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
省
営
田
に
対
概
さ
れ
る
竜
の
は
国
営
照
で

あ
る
が
、
令
の
本
来
の
規
定
は
省
営
・
国
営
の
区
分
を
何
ら
設
け
て

い
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
令
成
立
以
後
の
去
る
式
に
よ
り
規
定
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
式
は
現
在
残
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
推
測
の
余
地
も
な
い
。

　
天
長
元
年
六
月
一
日
、
太
政
官
は
符
を
下
し
て
、
供
御
稲
が
「
懲

期
」
し
、
は
て
は
欠
怠
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
国
司
が
そ
の
事
に

専
兆
し
て
、
’
年
配
の
供
御
料
を
冬
季
の
は
じ
め
に
纒
め
て
進
上
す

る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
一
度
に
多
く
の
稲

が
進
上
さ
れ
る
と
、
大
炊
寮
で
は
貯
え
る
倉
庫
が
な
い
と
い
う
の
で

収
納
を
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
何
日
も
滞
京
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
聖
帝
・
将
領
を
い
た
ず
ら
に
辛
苦
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
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た
。
そ
こ
で
承
和
二
年
＝
月
九
日
付
太
政
官
符
で
、
山
城
・
摂
津

・
河
内
の
三
国
に
一
年
分
を
配
分
し
て
、
納
期
を
ず
ら
し
て
納
め
る

よ
う
に
定
め
た
。
更
に
天
安
元
年
に
至
っ
て
、
納
期
を
一
ヵ
月
早
め

⑤た
。
未
進
も
あ
っ
た
の
で
、
天
安
二
年
に
は
国
司
に
対
し
て
期
内
に

納
入
す
る
よ
う
に
と
勧
告
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
未
進
が
多
か
っ
た

の
で
、
国
司
を
京
に
召
し
て
は
そ
の
欠
怠
を
勘
凹
し
た
が
、
そ
の
た

め
国
司
は
任
国
に
帰
り
郡
司
を
勘
当
し
、
ま
た
百
姓
を
決
罰
し
て
専

断
を
責
め
生
る
有
様
で
あ
っ
た
。
　
「
御
膳
之
物
、
尤
欲
清
潔
」
す
る

に
、
か
く
の
如
き
不
浄
の
供
進
は
大
い
な
る
誤
り
で
あ
る
、
従
う
て

今
後
は
、
田
の
撰
定
・
耕
種
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
国
司
が
自
ら
検

察
を
加
え
、
別
庫
に
収
納
し
て
、
期
日
内
に
必
ず
弁
進
ず
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
貞
観
二
年
に
更
め
て
勧
皆
し
て
い
る
。
貞
観
四
年
に
至
っ
て
、
貢

進
の
際
に
は
国
司
の
橡
以
上
の
も
の
一
人
を
綱
領
と
し
て
、
山
城
国

は
八
月
二
〇
日
、
摂
津
圏
は
一
二
月
二
〇
β
、
河
内
国
は
四
月
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

日
ま
で
に
進
済
す
る
よ
う
に
定
め
た
。
以
上
述
べ
た
う
ち
に
も
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
官
田
の
未
進
の
増
加
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
傾

向
は
、
国
司
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
郡
司
・
百
姓
ら
の
官
田
忌
避
の

方
向
に
従
っ
て
、
遂
に
は
こ
の
直
営
方
式
の
存
在
を
許
さ
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
。
既
に
弘
仁
一
四
年
に
大
宰
府
管
内
に
お
い
て
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
公
営
田
の
設
置
に
も
同
様
の
事
情
が
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

畿
内
の
官
田
も
、
ま
さ
に
公
営
田
的
方
式
に
転
換
し
な
け
れ
ば
維
持

で
き
な
い
情
勢
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　
元
慶
三
年
一
二
月
四
日
、
政
唐
は
畿
内
諸
国
に
大
規
模
な
官
田
増

　
　
　
　
⑫

設
を
行
っ
た
。
実
に
総
数
四
、
○
O
O
町
で
、
大
和
国
一
、
二
〇
〇
町
、

山
城
国
・
河
内
国
・
摂
津
国
訴
八
○
○
町
、
禰
控
室
四
〇
〇
町
で
あ

っ
た
。
こ
の
と
き
設
置
さ
れ
た
官
田
は
、
従
来
の
官
田
と
は
そ
の
性

質
を
異
に
し
て
い
た
。
先
ず
第
一
に
、
従
来
官
田
と
称
す
る
の
は
供

御
田
で
あ
っ
た
が
、
新
官
田
は
供
御
の
み
な
ら
ず
、
広
く
「
支
公
用
」

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
か
か
る
大
規

模
な
官
田
設
醒
の
理
由
は
、
と
き
の
中
納
言
兼
民
部
卿
藤
原
冬
緒
の

奏
状
に
よ
れ
ば
、

　
近
代
獣
来
、
一
年
例
用
位
禄
王
禄
、
准
穀
十
七
万
余
糾
、
又
京
極
未
行
衣

　
言
詞
根
、
必
回
外
圏
、
其
数
台
多
、
並
是
正
税
絶
尽
終
日
不
動
、
当
今
年

　
中
所
用
辮
五
六
万
剛
、
況
亦
減
損
之
年
多
費
不
仁

と
い
う
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
律
令
制
財
政
の
膨
脹
と
、
　
一
方
、
調
庸
…

欄
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
全
国
的
な
律
令
制
負
担
体
系
の
解

体
に
伴
っ
て
、
政
府
権
力
の
比
較
的
浸
透
し
ゃ
す
い
畿
内
諸
圏
に
お

い
て
中
央
官
衙
の
財
政
を
賄
わ
ん
と
す
る
政
策
！
そ
れ
が
毒
筆
の
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増
設
で
あ
っ
た
。
し
か
竜
、
そ
の
経
営
方
式
は
「
黒
鉱
稲
若
地
子
、

量
其
便
宜
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
部
直
営
を
廃
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
具
体
的
な
あ
り
方
は
、
二
年
後
の
元
慶
五
年
二
月
八
三
付
太
政
官

符
（
『
類
聚
三
代
絡
』
巻
一
五
）
に
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
　
「
当
今
尽
欲
営
佃
、

幕
吏
民
之
難
堪
、
全
為
地
子
、
恐
公
家
之
少
利
」
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
　
「
折
中
商
量
、
令
佃
半
分
」
　
「
遺
田
巻
、
或
地
子
或
雪
颪
、
任

民
寡
欲
随
宜
弁
行
」
の
で
あ
る
。
官
田
の
半
ば
は
直
営
と
し
て
残
し
、

残
り
半
分
は
地
子
制
又
は
賃
租
制
を
と
る
こ
と
に
定
め
た
の
で
あ
る
。

半
分
の
直
庸
愚
に
つ
い
て
も
改
革
を
加
え
た
。

①
　
官
田
営
料
は
二
品
に
拘
ら
ず
晦
別
一
二
〇
束
と
し
、
春
時
正
税
を
以
て

　
宛
て
る
。

②
　
白
峰
数
量
は
、
上
田
三
二
〇
束
、
中
田
三
〇
〇
束
に
減
湿
す
る
。
こ
れ

　
は
「
欲
令
農
民
不
有
倦
心
」
た
め
で
あ
る
。

③
穫
稲
を
納
め
る
倉
が
営
田
の
地
か
ら
遠
い
と
き
は
、
近
く
に
小
院
（
倉
）

　
を
建
て
る
。
こ
れ
は
「
令
易
繊
納
、
以
細
民
煩
」
た
め
で
あ
る
。

④
　
「
力
田
之
輩
」
を
え
ら
ん
で
「
正
長
」
と
し
、
そ
の
監
督
に
当
ら
せ
る
。

　
ま
た
諸
司
宮
人
、
近
衛
・
兵
衛
・
二
宮
舎
人
お
よ
び
雑
任
を
え
ら
ん
で

　
「
惣
監
」
と
し
、
郷
ご
と
に
配
置
す
る
。

こ
の
経
営
方
式
は
、
ま
さ
に
か
の
公
営
田
の
再
版
で
あ
る
。
直
営

を
廃
し
た
部
分
は
地
子
歌
読
は
賃
租
翻
を
と
る
が
、
前
者
の
場
合
、

地
子
は
「
式
交
」
に
よ
る
。
即
ち
、
　
『
弘
仁
主
税
式
』
公
田
条
の
田

晶
制
に
よ
る
対
価
支
払
法
を
と
る
。
『
弘
仁
主
税
式
』
公
田
条
と
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
凡
公
田
穫
稲
、
上
田
五
百
束
、
中
田
四
磯
菜
、
下
田
三
百
來
、
下
下
田
一

　
百
五
十
束
、
地
子
各
依
田
最
令
輪
五
分
之
一
、
若
惣
計
国
内
、
所
輸
不
満

　
十
分
之
九
、
勘
繊
令
環
、
其
秘
一
段
穀
一
斗
五
升
、
町
刷
一
石
五
斗
、
皆

　
令
営
人
輸
之

　
一
方
、
賃
租
制
の
方
は
、
そ
の
価
直
の
数
は
「
嘉
例
」
に
よ
る
。

即
ち
、
令
制
公
田
条
の
郷
土
佑
価
法
に
よ
っ
て
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

令
制
公
田
条
と
は
、

　
凡
諸
国
公
田
、
皆
国
司
随
郷
土
佑
価
、
賃
租
、
其
身
送
太
政
官
、
以
充
雑

　
用
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
『
集
解
』
宣
記
の
註
で
は
、
価
は
矢
張
り
一

σ
分
の
二
で
あ
物
・
睾
制
・
賃
租
制
の
い
ず
れ
を
と
”
Q
か
は
荏

畏
所
謂
」
す
の
で
あ
っ
た
が
、
　
「
刀
心
畏
之
愚
昧
権
変
、
偏
懐
求
利

之
意
、
不
知
得
利
之
謀
」
、
だ
か
ら
牧
宰
は
よ
ろ
し
く
「
教
喩
」
し
，

て
「
令
知
公
私
共
利
之
趣
一
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
政
府
の
苦
心

が
現
力
れ
て
い
る
。
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官
田
制
に
大
変
改
の
済
え
ら
れ
た
元
慶
五
年
の
一
一
月
二
五
日
に

は
，
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
障
子
料
・
番
上
料
が
官
田
を
以
て
概

き
換
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
九
世
紀
末
に
は
要
劇
料
は
要
劇
田
に
変
化

し
、
ま
た
月
齢
も
同
じ
途
を
た
ど
っ
た
。
官
田
そ
の
も
の
も
、
元
慶

七
年
三
月
四
日
に
大
和
国
司
が
、
国
内
官
田
七
一
二
二
紅
蓮
を
、
直
営

を
や
め
て
地
子
制
・
賃
租
制
に
切
り
換
え
る
こ
と
を
申
請
し
て
聴
可

さ
れ
た
（
鞠
楚
一
実
）
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
に
直
営
方
式
は

維
持
し
え
な
か
っ
た
。
の
ち
の
記
録
に
も
、
官
田
に
つ
い
て
は
地
子
・

三
又
は
賃
租
制
の
こ
と
の
み
が
散
見
す
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
直
営
は

な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
官
田
の
史
的
位
置
に
つ
い
て
は
従
来
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
石

　
緑
田
遊
『
古
代
末
期
数
治
史
序
説
』
上
巻
・
第
一
章
第
工
節
に
お
げ
る
扱

　
い
を
参
照
。

②
　
　
『
臼
本
書
紀
』
巻
「
…
　
仁
徳
天
皇
四
「
年
二
月
条
。

③
岡
巻
一
九
目
明
天
皇
一
七
年
九
月
条
。

④
購
巻
　
九
欽
明
天
皇
三
〇
年
正
月
条
。

⑤
西
岡
虎
之
助
「
ミ
ヤ
ヶ
よ
り
荘
園
へ
の
発
展
」
（
『
荘
園
史
の
研
究
』
上

　
巻
所
収
）
。

⑥
　
戸
を
幾
つ
か
の
等
級
に
分
つ
方
法
に
は
二
種
あ
る
。
　
『
田
全
集
解
応
古

　
記
は
慶
雲
三
年
格
を
引
い
て
、
八
丁
以
上
を
大
戸
、
六
丁
を
上
戸
、
煕
丁

　
を
中
戸
、
三
丁
を
下
戸
と
し
て
㈱
等
に
分
つ
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場

　
倉
は
、
戸
の
等
級
は
課
口
の
数
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
古
記
は
「
注

　
中
以
上
戸
善
計
丁
数
定
之
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
大
宝
令
で
は

　
養
出
、
の
戸
は
中
戸
（
課
丁
濁
）
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
古
記
は
「
今
行
事
三
丁
以
上
戸
、
家
富
堪
養
者
充
、
難
多
丁
家
貧
者

　
不
充
也
」
と
当
時
の
慣
行
を
…
ホ
し
て
い
る
。
　
『
養
老
賦
役
令
幽
義
倉
条
は

　
戸
を
九
等
に
分
け
て
い
る
が
、
古
記
は
「
如
弼
定
九
等
」
と
い
う
問
い
に

　
対
し
て
、
瀦
二
二
年
二
月
一
九
日
格
・
同
八
年
五
月
一
九
日
格
を
あ
げ
て
、

　
資
財
の
多
少
に
よ
り
分
け
る
、
と
答
え
て
い
る
。

⑦
　
こ
の
場
合
、
戸
内
の
三
篠
を
す
べ
て
免
ず
る
の
か
、
又
は
一
部
の
み
免

　
ず
る
の
か
問
題
に
な
る
が
、
『
集
解
』
穴
説
は
「
量
状
免
＝
一
人
之
徳
也
」

　
と
い
い
、
朱
．
説
は
「
免
二
人
一
人
徳
也
」
と
い
っ
て
お
り
一
致
し
な
い
。

⑧
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
〇
貞
観
隣
年
二
丹
一
五
B
付
太
政
窟
符
。

⑨
同
巻
「
○
東
観
二
年
四
月
…
九
臼
付
太
政
官
符
。

⑩
罰
巻
一
〇
貞
観
四
年
二
月
一
五
臼
付
太
政
官
符
。

⑪
　
赤
松
俊
秀
門
公
営
田
を
通
じ
て
観
た
る
初
期
宣
誓
制
の
構
造
に
就
い
て
」

　
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
i
五
）
。

＠
『
頚
聚
三
代
搭
」
巻
一
五
元
慶
三
年
＝
一
月
四
属
墨
太
敷
官
符
。

⑳
　
富
城
栄
愚
「
赫
員
租
欄
と
地
子
制
」
（
『
史
単
・
雑
誌
』
六
一
七
）
。

五
、
む
す
び
　
一
律
ム
P
制
か
ら
小
壮
圏
闘
制
へ
一

　
延
久
二
年
の
興
編
寺
録
山
口
同
反
別
記
一
雑
役
免
東
諸
郡
！
（
餌
遊

馨
脚
六
）
は
、
興
福
寺
が
大
和
長
講
郡
（
霊
力
郡
）
に
持
っ
て
い
た
雑
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役
免
荘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
辺
郡
二
倍
酉
荘
を
み
る
と
、

岡
荘
は
公
田
畠
二
〇
瞬
六
〇
歩
と
不
輸
免
田
畠
一
四
町
二
〇
歩
か
ら

成
っ
て
い
た
。
公
田
畠
と
は
、
租
は
国
衙
が
収
納
し
、
雑
役
の
み
興

福
寺
が
収
納
す
る
も
の
で
、
不
輸
免
田
畠
は
い
わ
ゆ
る
神
社
仏
寺
諸

司
要
劇
田
畠
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
不
輸
免
田
畠
の
内
容
は
、
蓉
臼

神
戸
田
・
石
上
寺
田
・
内
匠
寮
田
・
左
近
府
田
・
小
一
条
院
田
・
勧

学
添
田
・
春
宮
大
夫
位
田
・
民
部
卿
位
田
・
無
主
位
田
で
あ
っ
た
。

内
匠
豊
田
と
は
、
そ
の
土
地
か
ら
の
地
子
を
内
匠
寮
が
収
納
し
、
雑

役
は
興
福
寺
が
収
納
す
る
も
の
で
あ
り
、
左
近
府
田
と
は
地
子
は
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

近
府
、
雑
役
は
興
福
寺
が
収
納
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
月
料
・
要
劇
料
等
が
現
物
給
与
か
ら
土
地
の
給
与
に
変
り
（
耶
ち
地

子
給
与
）
、
諸
司
公
癖
田
と
共
に
い
わ
ゆ
る
官
衙
領
を
形
成
し
た
が
、

そ
れ
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
た
。
地
子
の
収
納
は

恐
ら
く
興
編
寺
の
請
負
い
、
な
い
し
は
別
納
の
形
で
行
わ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
思
わ
れ
る
。
位
田
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
し
、

無
主
位
懲
に
つ
い
て
も
、
そ
の
地
が
固
定
化
し
て
し
ま
っ
て
、
穀
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

院
領
と
し
て
一
種
の
官
衙
領
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
官
衙
領
や
位
田
が
寺
社
荘
園
に
含
み
込
ま
れ
、
又
は
混
在
し
て
い

る
形
は
、
興
福
寺
領
の
み
な
ら
ず
、
畿
内
で
は
一
般
的
に
み
ら
れ
た

形
で
あ
っ
た
。
保
元
三
年
の
勧
修
寺
領
田
畠
検
注
帳
案
（
嘗
．
平
安
遺
贈
曝
二
九
二
二
号
）

を
み
る
と
、

　
『
本
地
子
猷
京
職
』
十
一
工
坪
八
臨
探
巳
作
田
末
臨
．

と
み
・
え
る
が
、
こ
の
場
合
、
地
子
は
左
京
職
が
、
雑
役
は
勧
修
寺
が

収
納
す
る
の
で
あ
る
。
承
安
二
年
の
藤
原
貞
友
の
油
券
（
｝
．
墨
安
遺
文
』
霊
＝
ハ
一
六
口
写
）

に
よ
る
と
、
彼
は
「
私
領
田
退
軍
…
…
合
弐
段
固
し
を
売
っ
た
が
、

そ
れ
に
は
「
但
右
馬
寮
田
也
」
と
註
記
が
あ
る
。
そ
の
裏
書
に
は
文

永
一
〇
年
の
日
付
で
「
図
画
・
石
属
寮
本
所
当
分
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
央
官
衙
も
寺
社
・
貴
族
等
と
同
様
に
、
荘
園
制
的

諸
職
を
基
礎
と
す
る
経
済
体
制
に
次
第
に
転
換
し
て
行
っ
た
の
で
あ

④
る
。　

既
に
多
く
の
人
六
に
よ
っ
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

平
安
時
代
の
九
世
紀
末
・
一
〇
世
紀
初
頭
は
、
日
本
史
上
の
重
大
な

劃
期
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
律
令
制
酌
体
制
は
こ
の
時
期
に
崩
れ
た

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
土
地
制
度
史
的
に
は
荘
園
体
鰯
の
成
立
、
商

業
史
的
に
は
｛
果
｝
四
市
の
商
難
不
か
ら
引
明
の
商
盤
氷
へ
の
転
換
、
そ
れ
一
は
も

ち
ろ
ん
一
挙
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
大
勢
が
明
か
に
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

生
産
機
構
に
傾
い
た
の
は
一
二
世
紀
と
考
え
る
が
、
こ
の
時
期
に
、

私
は
琳
q
代
か
ら
中
世
へ
の
蘇
阿
、
換
が
・
あ
っ
た
と
瓢
舶
え
た
い
。
こ
の
よ
・
り

1ユ7　　（5S3）



な
考
え
方
に
は
、
か
な
り
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
古
代
」
「
中
世
」
と
い
う
需
葉
の
規
定
の
仕
方
を
別
に
し
て
も
、

明
か
に
「
変
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
信
ぜ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
こ
の
拙
い
論
語
が
、
　
「
は
し
が
き
」

し
え
た
か
否
か
頗
る
疑
わ
し
い
が
、
何
ら
か
、

え
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

に
捕
…
べ
み
凡
血
恩
図
を
果

問
題
の
緒
口
を
探
9

①
拙
稿
「
畿
内
荘
園
の
成
立
過
程
扁
（
凹
北
海
滋
学
芸
大
学
紀
要
』
第
一
都

　
九
一
二
）
。

②
　
拙
稿
「
位
田
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
社
会
史
研
究
＾
㎞
三
号
）
。

③
興
福
寺
領
大
和
国
若
槻
荘
の
例
。
菅
孝
次
郎
所
蔵
、
徳
治
二
年
若
槻
荘

　
土
帳
。

④
　
拙
稿
「
陵
戸
田
に
つ
い
て
扁
（
『
日
本
社
会
史
研
究
』
二
号
）
。

⑤
　
拙
稿
「
平
安
京
の
経
済
構
造
偏
　
（
伊
東
多
一
二
郎
編
一
国
罠
生
活
史
研
究
価

　
2
所
収
）
。
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寺
　
　
　
侍

　
寺
侍
は
平
語
と
も
称
さ
れ
、
本
来
は
法
体
で
普

通
門
跡
に
奉
仕
し
、
寺
院
の
雑
務
に
当
っ
て
い

た
。
一
六
批
紀
末
か
ら
彼
等
が
寺
院
経
暫
で
重
き

を
為
す
こ
と
は
溌
目
す
べ
き
で
あ
る
。
禅
苑
に
限

っ
て
も
、
僧
録
鋼
最
嶽
元
良
の
も
と
で
の
爾
禅
寺

金
地
院
の
平
賀
満
丘
御
金
は
「
本
腰
国
師
研
記
」
に

散
見
し
て
著
名
で
あ
る
し
、
大
徳
寺
芳
春
院
董
舟

宗
論
に
仕
え
る
告
祭
宗
斎
及
び
吉
岡
一
家
、
細
岡

専
鹿
苑
寺
鳳
林
承
章
に
侍
す
る
吉
田
権
右
衛
門

は
、
鹿
苑
寺
領
の
年
貢
収
納
に
当
っ
て
代
官
と
な

り
嘆
証
囑
奪
、
手
作
の
た
め
の
田
些
○

ケ
所
を
承
章
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
。
綱
荊
鰍
魂

～一

�
�
B
実
は
彼
は
前
述
大
徳
寺
僧
玉
舟
宗
瑠
と
実

兄
弟
で
あ
り
、
久
し
く
そ
の
事
が
判
明
し
な
か
っ

た
と
い
い
、
禦
離
あ
り
げ
で
あ
る
調
望
■
無
。

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
彼
の
足
は
繁
く
芳
春
院
に

む
か
い
、
亡
父
の
一
七
年
忌
の
斎
は
鹿
苑
寺
で
営

ま
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
姻
即
言
蓼
、
母
妙
清

の
葬
儀
は
、
実
子
宗
瑠
に
よ
っ
て
手
厚
く
行
わ

れ
て
お
り
洞
誰
遜
羅
、
権
右
循
門
の
息
権

平
は
、
　
大
徳
寺
に
嵐
家
し
て
論
罪
の
門
に
入
り

同
憂
義
脚
評
簿
肛
細
細
、
心
慰
宗
警
称

し
て
の
ち
芳
券
院
の
第
五
世
を
嗣
ぎ
、
元
禄
三
年

に
は
勅
に
よ
っ
て
大
徳
寺
第
二
四
六
世
と
し
て
入

寺
し
て
い
る
糠
鍛
徳
。
士
晶
権
右
衛
門
は
鹿

苑
寺
の
寺
侍
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
芳

春
院
の
有
力
な
外
護
煮
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
く
吉
田
権
右
衛
門
を
し
て

大
徳
寺
芳
春
院
に
向
け
さ
せ
た
も
の
は
、
宗
懸
を

兄
弟
と
す
る
と
い
う
血
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た

か
、
出
時
在
野
の
謬
論
と
し
て
劇
画
を
誇
っ
た
、
と

く
に
北
派
の
禅
風
で
あ
っ
た
か
書
目
至
大
、
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
へ
れ
ば

も
京
・
大
坂
・
堺
な
ど
の
晦
衆
が
広
い
範
幽
で
出

入
し
た
こ
と
と
執
を
一
に
し
た
も
の
か
　
妖
撚
解
糖

厳
駿
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
・
の
種
の
俗
体
毒

侍
が
統
一
的
な
封
建
政
治
の
確
立
期
に
お
け
る
寺

院
経
営
上
果
す
盗
塁
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
講
究

が
ま
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
薫
浦
圭
一
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　v’u’　　　　　　　　　　　　　　　tw　　　　　　　　　　　　　　v　v．　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　ee　　　　　　　　　tw　　　　　　　　vHA．．　　　　　　rw　　　　　　．一．　　　　　．”v－p　　　ず　　．　曽　．　　’　　．．　一．　一「vN一．．v



dynasty．　Generally，　not　neccesarily　in　the　Sgechwan（四川）district．

nobles　powerful　clans　in　the　Period，of　the　South　and　North　were　in

their　growlng　Period　roughly　after　the　Later　llan（後漢）dynasty．

One　of　the　main　reasons　why　they　became　to　be　powerful　clans

was　to　be　in　close　contact　with　politics　as　subordinac　te　country－odi－

cials．

　　For　these　facts，　however　low　their　position　in　tlie　state　gevernment

might　be　native　from　f－chou（益州）under　the　Slzu－ha？i（蜀漢）admi－

nistration　are　thought　to　have　still　been　able　to　keep　or　develop　their

infiuence　as　power£ul　clans　which　they　tried　to　put　up　since　the　Later

ffan　（後1奨）　dynasty．

Disintegrating　Process　of　the　Financia1　Organization

　　　　　　　　　　in　the　jR露s躍yδ（律令）System

　　　　　　　　　　　　　Gθ渉sμγツδ（月）13L）　r鯨8んゼ7ツδ（要目料）

　　　　　　　　　　　　　　　　and　Kanden　（官田）

by

Takeshi　Abe

　There　seems　to　be’　ne　thorough　resea‘rch　on　the　transition　ef　the・

Ritsuryo”（律令）system　to　the　Manorial　System；there　have　been

few　practical　studies　about　it　except　some　general　ones．

　This　article，　from　the　view－point　of　the　history　of　land－system，　th－

rows　special　light　on　the　process　through　which　GetsurNo”（月料）and

yδ9磁？ツδ（要劇画）under　the　R漉聯ツσ（律令）systen／changed　them－

selves　in　the　ninth　to　tenth　century，　and　then　wete　absorbed　and

digested　into　the　Manerial　system，　in　order　to　find　the　key　to　tlie・

study　of　K伽9α7ツδ（官衙領）and　of　fQrlllation　Gf撚anOfS・

（615）


